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最多 36名
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　先ずこれより記載する内容は、ＲＩの「職業奉仕入門」
の抜粋であります。
　「ロータリーの目的」は、ロータリーの存在目的とロー
タリアンの責務について記した哲学的な声明です。職
業奉仕はその第2項を土台としています。即ち「職業上
の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるも
のと認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各
自の職業を高潔なものとすること」が第2項です。この
項でロータリアンは次のことを奨励し育むことが求め
られています。
　●職業上の高い倫理基準
　●役立つ仕事は全て価値あるものという認識
　●社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職
　　業を高潔なものとすること
そして職業奉仕はどのように実践できるのでしょうか。
いくつかの方法があります。
　●例会で、各会員が自分の職業について話し、互いの
　　職業について学び合う
　●地域社会での奉仕プロジェクトで職業スキルを生
　　かす
　●高潔の精神で仕事に取り組み、言動を通じて模範を
　　示すことで倫理的な行動を周囲に促す
　●若者のキャリア目標を支援する
　●専門能力の開発を奨励し、指導する
　職業奉仕に意欲と熱意を感じる人にとって、ロータリ
ーほどその実践にふさわしい場はありません。職業奉
仕はロータリーの真髄であり、ロータリーをほかの団体
と分かつ要素でもあります。(以上が抜粋です)　この短
い説明の中には、私たちが学ぶべき大切なことが濃密に
盛り込まれていると思います。
　職業奉仕はロータリアンのすべての活動の根幹をな
すものだと思います。私の仲間のある医師(ロータリア
ン)が職業奉仕月間にこんなことを言いました。「私は患
者さんの立場に立って、患者さんを自分の家族のように
思って日々診療をつづけているけれど、職業奉仕など難

しいことを言わなくても、それでいいのではないかな」
私は正しくそれは立派な職業奉仕だと返事を致しまし
た。この医師はこのような形で職業奉仕を実践してい
るのです。しかしこれは職業奉仕の一つの姿に過ぎま
せん。職業奉仕活動を実践するとすれば、やはり、他者
への働きかけも必要かと思われます。それが上述の「職
業奉仕の実践」です。これにはロータリーならではの活
動方法が示されていると思います。
　今年度から「未来の夢計画」FVP：Future Vision Plan
が始まりました。新しくVTT： Vocational Training Team
というプログラムが提供されています。 これまでのＧＳ
Ｅとは異なり、交換は必須では無くなりました。ＶＴＴ
（職業研修チーム）は、実地参加を通じて職業奉仕の機会
を提供しています。これなどは「職業奉仕活動」の典型
的なものだと思われます。ただし、このプログラムの実
践はそれほど容易では無いのが残念ではあります。

　公益財団法人ロータリー米山記念奨学会は、外国人留
学生を支援する、国内では民間最大の奨学団体です。
目的：将来母国と日本の懸け橋となって国際社会で活
　　　躍する優秀な留学生を奨学することです。
規模：米山奨学生の採用数は年間800人で事業規模・採
　　　用数ともに民間では国内最大です。
特色：奨学金による経済的支援だけでなく、ロータリー
　　　クラブ独自の世話クラブとカウンセラー制度に
　　　よる心の通った支援が特色です。
　さて当地区は今年度米山奨学事業への特別寄付は3万
円という目標を掲げました。
　何故3万円に増額されるのかについて、皆様のご理解
を頂きたいと存じます。（以下西谷雅之地区米山奨学委
員長の文書を拝借致します）
　この国際奨学事業は1952年、米山梅吉氏の功績を記
念して始まりました。戦後の復興の途上にあった当時
の日本にとって、二度と戦争の悲劇を繰り返さないため
に世界の国々との人物交流を深める必要性を多くの人
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が感じていた時代背景のもと、ロータリー米山記念奨学
事業は「留学生が平和を求める日本人と出会い、信頼関
係を築く」ことを目的として始められ、『日本のロータリ
ーに最もふさわしい国際奉仕事業』と高く評価され全国
に拡大し、国際ロータリーが認める日本で唯一の日本の
全ての地区が関わる「他地区合同活動」となり、日本最大
の民間国際奨学事業として現在に至っております。
　しかしながら、奨学生の採用数を見ると2005年にそ
れまでの1,000名から800名に削減、特別積立財産を取
り崩して2012年度採用までの８年間800名を維持して
まいりましたが、2013年度採用より更に100名削減の
700名となっているのが現状です。
　当ＲＩ第2660地区に目を向けますと、2008年には
42名の採用と地区全クラブ数の約半分のクラブに奨学
生を送りこむ事ができる採用数を割り当てられており
ましたが、2013年度は新規採用28名と継続奨学生10
名の38名となっております。
　採用奨学生の中で最も多いのは大学院生で、月140,

000円の支給を受けていますので、それをもとに試算い
たしますと、
　奨学生１人にかかる
　年間の費用 140,000/月×12か月＝1,680,000　
　全84クラブで必要となる年間の費用
　1,680,000/人×84クラブ＝141,120,000　
当地区ロータリアンの数を3,700名としてお1人当たり
にお願いしたい年間寄付額141,120,000÷3,700名≒
38,141円となります。（以上西谷委員長の文書を拝借致
しました）

　これが、特別寄付目標額３万円の根拠です。詳しくは
当地区Ｇ月信８月号に、西谷雅之地区米山奨学委員長が
投稿されておりますので、これをお読み頂きたいと思い
ます。
　世界に誇る米山奨学事業がすたれることの無いよう
に、皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。
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　「職業奉仕」とは「奉仕の理想」とは、「なんのためにロ
ータリークラブにはいっているのか」など疑問に感じら
れたことはありませんか。私は特に地区職業奉仕委員
長を拝命してからそのように感じられることが多くな
りました。自分が行動するとき、常にその成果や自分の
得るもの、学ぶもの、相手にもたらす影響などを先に想
像してしまいます。
　私は建築業ですが、自分の仕事上では私たちが建築し
た建物でお客様が幸せに生活していただくことを願っ
てやっていると、紆余曲折があったとしても最終的には
喜んでいただけると確信を持って仕事に臨めます。ロ
ータリーの職業奉仕という理念に対してはまだその感
覚にはなれませんでした。それを払拭してくれたのが
今年度地区職業奉仕員会に出向してくれたある委員の
話でした。
　自分のクラブの職業奉仕委員長の時に出前授業を企
画して、初めて実施されたそうですが、ご本人も職業奉
仕についてはそれほど理解していなかったとのことで
すが、出前授業を終わって初めて「職業奉仕」について感

ずるものがあったとのことでした。「そしてやってよか
った」という思いも一入だったと…。
　先日昨年度の地区職業奉仕委員長とお話しする機会
がありました。ロータリーも仕事もバリバリされてい
ます。「職業奉仕に対して何か答えを持っておられます
か？」とお聞きすると、「とにかくたくさん奉仕して、す
ればするほどそこから力をもらえるんですよ。そして
そのパワーを自分の仕事に注いでいるんです」とおっし
ゃいました。今一番自分の納得できる答えでした。悩
むより実践だと痛感いたしました。
　今年度は前年度委員長が作成された「職業奉仕に関す
るパワーポイントの資料」を各クラブの委員長さんにお
配りしました。卓話やフォーラムに是非ご活用いただ
きたいと思います。また出前授業・職場体験学習を実
践しやすいように地区委員会で資料を作成し、情報提供
させていただきます。
　福家ガバナーの方針は「参加し、敢行しよう」です。今
年度は各クラブで職業奉仕に関する事業を是非実践に
向け動き出す時です！

広報委員長

岡村剛行
職業奉仕委員会 委員長

岡本雄介　（大阪大手前ＲＣ）

職業奉仕月間によせて
今こそ実践
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　「日本が第2次世界大戦に向かって突き進んでいかな
ければならなかったのは日本の味方をしてくれる友好
国が無かったから」
　これは中学３年生の時の歴史の先生の言葉です。明
治維新を成し遂げ近代化・西洋化の道を歩んだ日本。
眠れる獅子と呼ばれた清に勝利し、世界最強と言われた
バルチック艦隊をも破った極東の小さな島国日本は当
時の列強と言われる国々の目にはどの様に映ったのか、
列強に追い付け追い越せという過程で友好国を作る努
力を怠った日本はやがてその包囲網から国際連盟を脱
退するしか道が無くなって行く、その時止めてくれる国
や諫めてくれる国、また仲を取り持ってくれる国が無か
った事が日本の不幸ではなかっただろうか？先生はそ
う仰いました。それから20年、私はロータリークラブ
と言う場でその言葉を思い出す事になりました。
　「将来の日本の生きる道は平和しかない。その平和日
本を世界に理解させるためには、アジアの国々から一人
でも多くの留学生を日本に迎え入れて、平和日本を肌で
感じてもらうしかない。それこそ、日本のロータリーに

最もふさわしい国際奉仕事業ではないだろうか」奨学事
業の構想が立案されたのが終戦の7年後、そしてその5
年後に全国組織となるロータリー米山奨学委員会が結
成されました。上記の言葉は当時の日本のロータリア
ンの偽らざる気持であったと思います。
　さて、今年は米山基金の募金が開始されて60年目に
なります。人生で言えば還暦を迎えた米山記念奨学会
はここ数年その体力が下降傾向にあります。1000人規
模であった奨学生数は800人となり今年度から700人
になりました。この60年の間にバブルの崩壊など日本
と言う国の体力低下、それに伴う日本のロータリーの体
力低下は有るでしょう。しかし、奨学制度設立当時の日
本のロータリアンの心まで低下させてはならないと思
います。
　是非奨学事業の使命・意義を再確認し、構想立案当時
の時代背景やロータリアンの心に想いを馳せて頂きま
して、米山奨学事業へのさらなるご理解ご協力をお願い
いたします。

広報委員長

岡村剛行
米山奨学委員会 委員長

西谷雅之　（大阪城南ＲＣ）

米山月間によせて
なぜ米山奨学事業なのか
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　８月３日に第１回クラブ国際奉仕委員長会議を開催
させて頂きました。各クラブの国際奉仕委員長総勢100
以上の皆様に出席頂き無事終了できる事ができました。
心より御礼申し上げます
【福家Ｇから開会のご挨拶】 
　第2660地区の各クラブの活発な国際奉仕活動に、さ
らなる今年度も活動を期待されました。また今年度か
ら新しく始まるＦＶＰについては、資金力に難易度が高
いプロジェクトについても有効に活用できるシステム
である事を話されました
【国際奉仕委員会 委員長 栗原 大の今年度の国際奉仕活
動について】
　今年度、地区国際奉仕委員は10名の委員で構成され
ております。各IMごとに担当を決めており、国際奉仕活
動についてご質問・ご相談ございましたら、担当メール
にて頂ければご回答差し上げたいと思います。
世界社会奉仕に変わる呼称について今年度当地区は国
際奉仕プロジェクト、また基金については国際奉仕基金
と変更になっております。またアンケート実施につき、
当地区の国際奉仕活動をクラブ単位で確認してもらう
ことにより、IM内・近隣クラブ同士の共有資料にして頂
き、まだ国際奉仕プロジェクトが未計画なクラブ様には
出来るだけクラブ同士でプロジェクトへ参加を促して
いただきたいと考えます。地区内のすべてのクラブ様

が国際奉仕プロジェクトに携わっていることを今年度
の目標とし地区国際奉仕委員会としては精一杯ご協力
させて頂きます。最後に今年度は新しい補助金システ
ムが始まりますが、随時情報源を分かりやすくお報告し
たいと考えています。是非、地区発行の地区国際奉仕ニ
ュースレターを会長・幹事・国際奉仕委員長に、ご確認
頂ければと思います。　
【地区財団補助金小委員会 地区補助金 グローバル補助
金担当グループ 四宮孝郎リーダーからのロータリー財
団の補助金について】
　ロータリー財団の補助金の概要説明および申請要件
についてお話がありました。地区補助金については前
年度からの計画の必要性そしてグローバル補助金につ
いては期限はございませんが、プロジェクトの立案につ
いて授与と受諾の条件・補助金管理の手引きをよく理
解し計画する必要性がありますが、新しい補助金システ
ムを貴クラブのプロジェクトに有効に活用して頂きた
いと話されました。
【泉博朗ＧＥからの講評】　
　第2660地区各クラブの活発な国際奉仕活動に、さら
なる今年度も活動を願っております。
【国際奉仕部門 顧問 横山守雄ＰＧから閉会のご挨拶】
　各クラブが大小かかわらず国際奉仕活動を活発に実
施されることを期待します。

広報委員長

岡村剛行
国際奉仕委員会 委員長

栗原　大　（大阪フレンドＲＣ）

クラブ国際奉仕委員長会議 報告
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　2013年８月10日㈯ ２時より、薬業年金会館にて第
１回クラブ社会奉仕委員長会議を開催し、成功裏に終了
いたしましたことをご報告いたします。
　まず、福家 宏ガバナーより、各クラブは毎年単年度で
完了する社会奉仕プロジェクトを実施することが義務
付けられていることなどご参加の社会奉仕委員長の皆
様を激励するご挨拶をいただきました。
　次に、国土交通省近畿地方整備局大和川河川事務所の
井上貴嗣河川環境課長より、ワースト１と言われた大和
川にアユが遡上するほどに水質改善が進んだことにつ
いてご講演をいただきました。昭和38年には大和川は
泳げたが、昭和45年には日本で水質ワースト１となり、
その後水質改善を進めてきたが、平成17年からは流域
住民が一斉に生活排水対策を実施することでようやく
環境基準ＢＯＤ５mg/ℓをクリアーできるようになっ
たとのことです。
　環境省の報告書によると、アジア各国では都市化によ
って河川の汚濁がかっての大和川同様深刻な問題とな
っているようです。ロータリアンができることは大和
川で実施された「流域住民が一斉に生活排水対策を実施
する手法」を海外に紹介することと思われました。
　次に大阪府健康医療部薬務課麻薬毒劇物グループの

藤川博之総括主査より、大阪府の薬物乱用防止について
ご講演をいただき、大阪府の薬物事犯は増加傾向にあっ
て憂慮すべき状況であり、しかも青年層に乱用が広まっ
ているとの報告がありました。大阪府としては「正しい
知識」「手を出さないこと」などをキャンペーン等の啓発
活動を通じて訴えることや学校での薬物乱用防止教室、
地域での講習会の開催などを推進しているとのことで
した。
　また、地区補助金小委員会宮里唯子委員長より、地区
補助金の申請と管理について各種注意事項のご説明を
いただきました。今年は地区補助金申請締切が５月末
とのことですが、２月にはＭＯＵ提出による補助金申請
資格認定もあり、全クラブに参加してほしいとのことで
した。
　最後に、泉 博朗ガバナーエレクトから社会奉仕委員
長がクラブの奉仕活動の主役であり、毎日の暮らしの中
でやりたいと思うことがあればぜひやってほしいとの
激励がありました。また、大阪府赤十字血液センターの
「血液事業の現状と今後の献血活動の取組み」に関する
資料について、献血はロータリーの重要な社会奉仕活動
と考えていますとのコメントがありました。

広報委員長

岡村剛行
社会奉仕委員会 委員長

西宮富夫　（箕面ＲＣ）

クラブ社会奉仕委員長会議 報告
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　2013～2014年度少年少女ニコニコキャンプは｢夏
だ！わいわい友達と思い出つくろう！｣をテーマに、８
月２日から４日まで大阪府泉南市の紀泉わいわい村に
おきまして２泊３日のプログラムで実施いたしました。
　まずはこのプログラムの準備、運営で大変ご苦労頂き
ましたホストクラブの大阪北ＲＣの皆様に厚く御礼申
し上げます。また同じく大阪北ＲＡＣの皆様を中心と
する多くのローターアクターの皆様本当にお疲れ様で
した。常にローターアクターの良き相談相手になり縁
の下で支えていただいたチームライラの皆さんにも感
謝いたします。
　今回の参加人数は児童76名、ローターアクター54名、
そしてロータリアンの登録は539名頂きました。この
プログラムは地区内各クラブの皆様よりの児童の推薦
及び登録なくしては成り立たちません。多くのご登録
に対して感謝申し上げます。
　さて今年の少年少女ニコニコキャンプの内容を簡単
にご紹介いたします。
　ゲームもない、テレビもない、携帯電話もない、クーラ
ーもないし冷蔵庫もない。クワガタやカブトムシ、ムカ

デやクモまで色々な昆虫や沢山のかえる、そんな環境で
の３日間のキャンプでした。
　朝ごはんは、子供たちがかまどや七輪を使って作り、
五右衛門風呂も体験いたしました。昔の日本の暮らし
を通して感じるものがあったと思います。また恒例の
キャンプファイヤー、カレー作りを通して自分一人では
何もできない、友達の大切さを実感したことでしょう。
　ニコニコキャンプの目的は二つあり、一つは子供たち
が友情や連帯や心の豊かさを養い、自然に対する畏敬の
念を持つことであり、もう一つはローターアクターのリ
ーダーシップ研修の場であります。今回の少年少女ニ
コニコキャンプは以上二つの目的を十分に達成したと
思います。加えまして子供たちの言動、表情は実に正直
で可愛いものでした。
　あらためて子供たちと接することで、子供たちの将来
に思いをはせロータリーの青少年奉仕の大切さを再認
識いたしました。このプログラムは当地区オリジナル
のものですが、来年以降も新たなホストクラブ様のも
と、さらに発展する事を切望いたしますとともにロータ
リアン各位の一層のご協力をお願い申し上げます。

広報委員長

岡村剛行
青少年活動委員会 委員長

西本健二　（吹田江坂ＲＣ）

少年少女ニコニコキャンプ報告
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　本年度の海外研修は８月４日～８日まで現地３泊５日
の行程でＲＩ第3350地区タイ・バンコクを訪問しました。
　参加者は６校（清風・相愛・金光八尾・四天王寺・浪速・
大阪桐蔭）のインターアクター30名、顧問の先生７名、
ロータリアン13名、ガバナー事務所事務局長、看護師、
合計52名。当地は昨年度に第2660地区のローターア
クター28名が海外研修で訪問したところでもあります。

第１日目
　関西国際空港４階特別会議室で結団式（出発式）を行
いました。早朝から福家ガバナー・泉ガバナーエレク
ト・ＩＭ８組の新見ガバナー補佐ご夫妻にご臨席頂き、
また多数の提唱クラブ（大阪南・大阪・八尾・大阪天王寺・
大阪帝塚山・大東）のロータリアンと保護者の皆様が見
送りに来て頂きました。
　福家ガバナーの挨拶の中で「可愛い犬が近づいて来て
も、手を出さないように、注意して下さい。噛まれると
狂犬病になり大事になります」との言葉は現地で全員が
犬に敏感に反応していたのが印象的でありました。
　日頃６校のインターアクトクラブは個別に奉仕活動
をしていますが海外研修はインターアクター全員が一
致団結して行動することを誓い、タイ・バンコクへ向け
出発しました。Suvarnabhumi（スワンナブーム）国際
空港に到着すると、ＲＩ第3350地区のＰＰ（直前会長）
Boonlert kidsomkiatさん、Assistant Governor（ガバ
ナー補佐）Somboonさんら多数のロータリアンに出迎
えられました。
　空港から約40分間バスに乗り宿泊先のザ･ツインタワ
ーズ･ホテルバンコクに到着、チェックイン後小休止を
して再び専用バスでタイ古典舞踊のディナーショーを
見るためSILOMVILAG（シーロンビレッジ）に行き、そ
こでタイ料理の食事をした後、ホテルに戻り、河内音頭
のリハーサルをしました。
第２日目
　エメラルド寺院・王宮見学後、交流会の会場である
Srivikorn Highschool（シリビヨンハイスクール）行き
ました。学校の体育館・講堂に通されインターアクター
による管弦楽の演奏と美しい歌声で歓迎を受けました。

用意された昼食を頂き、グループに分かれ校舎内の教
室・図書室・実験室・音楽室・コンピューター室・理科（生
物）標本室・談話室・遊戯室・インターアクトクラブ部
屋等の全館を案内して貰い、授業中の風景やジーニアス
クラスのゼミを見学させてもらいました。この学校は
幼児から高校生までの総合教育をする私的教育機関で
ありました。（学校の理事長がロータリアンとお聞きし
ました。）カリキュラムが個性重視・子供中心・英語プロ
グラムに組まれており、設備の整った広大な敷地に建て
られた校舎は富裕層子弟の英才教育の環境に創られて
いることに感激しました。
　夕刻からＲＩ第3350地区ガバナー Prawitrojkajon-
napalai氏が来られ、Srivikorn Highschoolのインタ
アクターの司会による夕食会と交流会が開かれました。
日本のインターアクターは浴衣に着かえグループごと
にタイのインターアクターとテーブルを囲み食事と談
話をして楽しく交流を深めておりました。Prawitrojk-
ajonnapalai氏から歓迎の言葉を受け、タイロータリー
旗やタイ人形の贈呈を受け、記念品の交換、バナーの交
換等たくさんの贈り物を頂き、プロのグループによるタ
イ歌謡や日本の歌謡曲が披露され、日本のインターアク
ターとロータリアンは法被をはおり手にうちわを持ち
河内音頭を披露しました。途中からは両国の会場にい
た人たちが入り、乱舞し交流会は絶好調になり、タイの
インターアクターによる舞踊や歌が絶唱され交流会は
最高潮に達しました。踊り終え法被とうちわをタイの
インターアクターやロータリアンに差し上げました。
　閉会時にはＲＩ第3350地区パストガバナー Chairat
Presertlum氏が駆けつけて来られ閉会の挨拶を受けま
した。全員で記念撮影をして、タイのインターアクター
やロータリアンと別れを告げ宿泊先への帰路につきま
した。
第３日目
　早朝よりバンコクから130キロ離れたカンチャナブ
リー行きました。タイのインターアクターも同行して
日本のインターアクターとの交友を深めていました。
　洞窟時で浮遊する尼さんのショーをみて、象の背中に
乗ってジャングルクルーズを楽しみました。竹で作っ

広報委員長

岡村剛行
インターアクト委員会 委員長

松井隆雄　（大阪天王寺ＲＣ）

インターアクト海外研修報告
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たいかだに乗って川下りをしました。いかだを操る船
頭は前日交流会で会ったインターアクターと同じ年頃
か、それ以下の少年でありました。稚拙な竿捌きにもま
して働く姿を見てタイの地方と都市との国民の間に著
しい貧富の差を感じ、感傷的になりました。
　旧泰緬鉄道の列車に乗りクワイ（クウエー）川鉄橋を
渡るため待つこと１時間20分･乗車時間（一駅）20分・
その間車内でのドリンクサービスと絵葉書等の車内販
売がありました。バスに乗り換えクワイ川鉄橋に向か
い、映画「戦場に架ける橋」の舞台になったクワイ川鉄橋
を歩いて渡りました。
第４日目
　水上マーケット（DamnoenSaduak）に行くため運河
を航行する６人乗りのロングテールボートに乗り込み
ました。運河の両岸には古い民家が並んでいましたが、
景観を楽しむ遊覧船とは違いました。その後はバンコ
ク市内の免税店や民芸品店へショッピングにタイのイ
ンターアクトと行動を共にしていました。
　帰国準備を済ませホテルの夕食会場で解団式を行い
ました。
　委員長として今回の海外研修の総評を行いました。
　ハードなスケジュールであった感が致しました。一
時体調を崩した生徒（インターアクター）がおりました

が、事故もなく全員元気に帰国できることが何よりであ
ります。出発の際、６校のインターアクター全員が一致
団結して助け合い、協力して行動して下さいとお願いし
ましたが見事にこのお願いを聞いていただき自覚と責
任ある行動をとって頂きましたことを感謝いたします。
二日目の交流会は筋書なき交流会でありましたが、現地
のインターアクトクラブ・ロータリアンから心暖まる
おもてなしを受け、和気あいあいとした雰囲気の中で交
流を深めることができ交際親善、国際交流に貢献して頂
き、海外研修の目的が達成できたと確信し、感謝いたし
ます。
　今回の海外研修の企画、実施を担当いただきました清
風高校のインターアクトクラブの皆さん、顧問の中村先
生・高橋先生に厚くお礼申し上げます。ありがとうご
ざいました。そして最初から最後まで全般にわたりお
世話頂きましたガバナー事務所の栗正事務局長さんに
感謝いたします。ありがとうございました。
　同行頂きました顧問の先生方、そしてロータリアンの
皆様方どうもありがとうございました。海外研修は来
年も行われますのでご支援、ご協力のほどよろしくお願
いいたします。
　解団式（会食）を済ませ日本へ帰国の途に着きました。
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日　　　時：2013年７月12日（金） 15:00～17:00
会　　　場：ガバナー事務所
参　加　者：西谷雅之委員長、近藤菜穂子副委員長、
　　　　　　田中眞人、吉田悦治、田中隆弥、古城紀雄、島井宏子、口野孝、北山治信各委員
参加大学等：追手門大学、大阪大学、大阪教育大学、大阪経済大学、大阪経済法科大学、大阪工業大、大阪国際大学、
　　　　　　大阪産業大学、大阪商業大学、大阪市立大学、大阪電気通信大学、関西大学、関西外国語大学、近畿大学、　
　　　　　　摂南大学、相愛大学、東大阪大学、（独）日本学生支援機構 大阪日本語教育センター、
　　　　　　大阪コミュニケーションアート専門学校、大阪ハイテクノロジー専門学校

　7月12日、地区米山奨学委員会と大学・専門学校との
地区懇談会がガバナー事務所会議室で行われました。
2014年度の米山奨学生を選考するにあたり、17の大学
と３校の専門学校の担当者の方々にご出席頂きました。
　古城委員の司会のもと、西谷委員長が挨拶され、昨年
より重視された学校からの推薦学生の国籍基準、推薦さ
れる学生が一国籍で過半数を占めないと言う内容を再
度確認され、米山奨学事業の抱えている現在の問題点に
ついてお話しされました。
　現状、米山寄付が減り採用される米山奨学生も少なく
なっている現実を打破する為に、どの様な留学生の推薦
をお願いしたいかと言う具体的な次の内容も発表され
ました。
１）推薦される学生の現在の日本語能力は問わない。
２）コミュニケーション能力が有る事。
３）ロータリアンの方々に好かれる性格で有る事。
４）例会（月に一回）、米山行事への積極的な参加が出来
　  ること。
５）奨学生終了後もロータリーとのつながりを大切に出
　  来る事。

以上の様な学生を推薦して頂き、ロータリアンの中での
米山奨学事業ファンを増やす事につなげ、ロータリアン
の米山寄付を増やしていただき、当地区で採用できる米
山奨学生を増やす事に、大学等担当者の皆様に御協力願
いたいと述べられました。
　つづいて、大学等の担当者の皆様に事前にお願いしま
した、アンケートの内容について、募集・審査・面接・選考
・ロータリーへの推薦に至る流れを各校に発表して頂き
ました。各校が発表された内容につき、地区米山委員と
の具体的な内容の確認・質疑など、米山委員の米山事業
に対する熱い想いをお伝えする事も出来ました。
　また、学校の担当者の方より昨年米山奨学生であった
生徒が「例会参加や世話クラブの行事に参加して世界が
広がった」と言う具体的な事例の発表も有り、最後に近
藤副委員長の挨拶で、大学等の担当者の方をはじめ、担
当教官、教授の方にもこの米山事業をもっと御理解いた
だく事をお伝えし、大学等と地区米山委員会が協力し、
感動を与える米山奨学事業にする事を確認して閉会し
ました。

広報委員長

岡村剛行

米山奨学委員会
大学／地区意見交換会

米山奨学委員会 委員

北山治信　（東大阪みどりＲＣ）
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　米山の制度が順調なのは、カウンセラー制度に負うと
ころが大きい。とくに精神面でのサポートの力が大き
い。今後もしっかりと奨学生と絆を結んでいただきた
い。
　現在、財政事情がよくなく奨学生の数を減らさざるを
えない状況にあるので、1.5倍の３万円のご協力をお願
いした。

　「米山を身近に」が今期のスローガンです。全クラブ
に奨学生を付けるには、会員一人あたり４万円の寄付金
で可能。それをめざすために当面３万円をお願いする。
強制ではないが、米山の意義を深く理解してもらい、気
持ちよく寄付いただくことができるように、この研修会
を開催した。

　奨学生の現地採用にもっと関心を持つべきである。
　お金の問題で、一人あたりの奨学金の額が、ほんとう
に感謝してもらえるほど十分なのか調査する必要ある。
　日本人に金を出して海外留学をさせたらとの意見が
あるが、日本財団の仕事で、米山の役割ではない。
　中国人留学生が多すぎないかとの意見については、本
当の人類愛の気持ちで対処すべきである。
　学友会からの推薦が台湾からだけであること。これ
は、日本の大学の魅力が減っているからではないのか。
反省が必要では。
　私はフルブライトで２年アメリカ留学したが、ホスト

ファミリーに愛情もって面倒を見ていただいた。その
ことが忘れられず、いまでも私は親米派だ。カウンセラ
ーの皆様が温かい心で奨学生に接していただいて、日本
ファンをつくっていってほしい。

　米山梅吉の生い立ちからロータリー結成とその後の
活躍まで、ドラマ仕立てのDVD。約30分（思わず引き込
まれてしまいました。日本におけるロータリーの歴史が
学べました。初めて見たという方が多かったです。）

　米山奨学事業についての歴史と意義について、図や写
真をふんだんに用いたて説明している。とくに第2660
地区における取り組み状況をたいへん詳しく報告され
ており、この事業の大切さがよく理解でき、それに関わ
れるロータリアンとしての誇りとよろこびをよびおこ
してくれる。約40分（今年度より寄付を３万円にする
ことを皆様に理解していただくうえでもたいへん有用
なツールとなります。）

　これまで、テーブル別けしてのバズセッション形式だ
ったが、今回は、スクール形式で、米山記念奨学事業につ
いて、その誕生のいきさつから現在の取り組み状況ま
で、正確に詳しく理解できるように工夫されていた。
　DVDの映像は初めて見たが感動的であった、また古
城委員は率直に寄付金の増額を訴えられた。

米山奨学委員会 委員

三木得生  （豊中南ＲＣ）

米山奨学委員長および
カウンセラー研修会 報告

概　要　2013年７月27日　午後14時から16時まで　OMMビル1－3号室
参加者　73クラブの米山奨学委員長およびカウンセラー 80名、福家ガバナー、若林地区米山担当顧問、
　　　　近藤米山奨学会副理事長、正岡・井上・辻本・山田 各ＩＭガバナー補佐、磯田地区研修委員、
　　　　米山奨学委員長以下12名の地区委員、総計100名

　以下、式次第の順に報告いたします。

福家ガバナーあいさつ

西谷委員長あいさつ

近藤米山奨学会副理事長の問題提起

「米山奨学会の今後の展望」
古城委員によるパワーポイントを使った解説

若林顧問の講評

DVD鑑賞「米山梅吉とその生涯について」
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　浄財は目的と感動が合わさってなり立つものだ。皆
様にはご苦労をおかけするが米山を幅広く知っていた
だけるよう力を貸していただきたい。

　カウンセラーのみなさんには、奨学生と直接ふれあい

ながら、共にはぐくみ育ち合う関係「共育」の観点でがん
ばってほしい。
　単純計算で、1177名の会員が特別寄付をいただいて
いない。お一人１万円で奨学生６から７名増やせる。
より一層のご協力をお願いしたい。
　本日は長時間ごくろうさまでした。

福田副委員長閉会の辞
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　私がロータリーに入会したのは、29年前のことです。
入会時に「ロータリーの綱領を守って、クラブの会合に
出れば良い。地区の大きな会は、地区大会とＩＭだから
それには参加しなさい。」と教えられました。
　それを守って29年間、殆どの例会と地区大会、ＩＭに
参加しています。その体験から考えるなら、本来「ロー
タリー」は、私達が自分の職場以外の人達と接して楽し
い時間を持つためにあるものです。そのためには、ある
程度のルールに従った活動をしないとルーズになって
楽しくないと感じてしまいます。
　ルールは、時代とともに変化します。また、人間の考
え方も変わります。しかし「公正さ」と「信頼」は人類の
不変の望むものでしょう。ロータリーは、この精神が根
底にあるので、私は、ロータリークラブにずっと入って
いると言っても過言ではありません。

　この考えを常に持って、ロータリークラブは、様々な
方向へ歩んできました。各クラブ運営や地区大会やＩ
Ｍもそうです。その事業を行う上で、その精神さえあれ
ば、少々変わっていても、何をしても良いと私は考えて
います。
　クラブで節約して工夫した会をもったり、少し高い講
演料を払って有名人に話しをしてもらったり、メンバー
会員参加型であったり、クイズをクラブ対抗戦形式で行
ったりしても良いのです。どのような形式も長所と欠
点があります。一方へ片寄ると改善すれば良いのです。
人間の社会は、これこそ最善というものはありません。
どんなに善いものでも繰り返すと飽きがきます。
　これからのＩＭの将来像は、参加した後、楽しかった
と感じることができるものでありさえすれば、それが最
善と言えるのではないでしょうか。

ＩＭ第１組 ガバナー補佐

正岡　哲  （池田くれはＲＣ）

［ガバナー補佐からのメッセージ］
 ＩＭの将来像
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　池田ロータリークラブは、本年度創立60周年を迎え
ます。５つの子クラブ、６つの孫クラブ、１つの曾孫ク
ラブに恵まれた伝統のあるクラブですが、伝統を受け継
ぎながらも新しい時代に即したクラブに変化していか
なければなりません。また、地域に根ざしたクラブとし
て、地域社会との密接な関係を維持していく必要があり
ます。
　このような状況の中で、当クラブは会員減少と例会出

席率の低下という大きな問題を抱えています。特に会
員減少は各クラブ共通の問題であると思いますが、その
解決のためにも外部に開かれたロータリーであること
が必要です。
　また、奉仕活動においても自己満足に終わること無
く、客観的に成果を評価しなければなりません。このよ
うな奉仕活動と広報活動を継続的に行うことで、地域と
世界に貢献できるクラブ目指していきます。

池田ＲＣ 会長

田嶋也寸志

我がクラブの目指すところ（ＩＭ第１組）

　当クラブはお陰様で2014年４月に創立30周年を迎
えます。スポンサークラブである池田ロータリークラ
ブの創立30周年を機に設立されました。
　昨年度のＩＭホストに続き、今年度も様々な創立記念
事業の実施に向けてクラブも非常に良い雰囲気になっ
ております。
　記念事業を策定するに当たり、クラブ内で今後のクラ
ブの在り方について議論を重ねた中で、私たちはロータ
リー創立の原点に立ち返り、会員相互の親睦を通じて魅

力あるクラブ創りを目指し、会員ひとり一人がクラブに
より一層愛着を持ってもらえるようにすることが重要
であると考えております。
　また対外的には、行政や地域各種団体の皆様方と例会
や事業を通じてコミュニケーションを深め、ニーズに即
した事業展開を心がけることにより、これからも地域の
皆様に愛され、必要とされるクラブとなるよう努力を続
けてまいる所存です。

池田くれはＲＣ 会長

松室利幸

　箕面ロータリークラブは「超我の奉仕」を原点に、地域
社会において真に必要とされるクラブを目指して、今後
の活動に取り組みたいと考えています。
　本年度から、ロータリー財団の「未来の夢計画（FVP）」
が新システムとして導入されますが、当クラブでも、新
地区補助金を活用して、｢薬物乱用撲滅キャンペーン大
会（10/5）｣関連プロジェクトを実施します。

　｢薬物乱用撲滅キャンペーン大会｣では、大阪府の中原
教育長、箕面市の倉田市長等によるパネルディスカッシ
ョンの他、世界大会で優勝した府立・箕面高校ダンス部
によるパフォーマンス等を通じて、薬物乱用の危険性を
広く青少年に呼びかけて参ります。
　また、地域の各種団体との連携を図り、阪大環境サー
クルGECSとの箕面川清掃、箕面RC杯ゲートボール大

箕面ＲＣ 会長

上島一彦
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会や、シンボルロード・クリーン作戦等、地域社会のニ
ーズに応えるプロジェクトを実践して、ロータリーの社
会的認知度を向上すれば、クラブの会員増強にも繋がり
ます。
　現在、25名の会員ですが、このままクラブ会員の減少
傾向が続けば、財政が硬直化し、特定の会員に過重な負
担をかけるため、奉仕活動を縮小せざるを得ない事等、
悪循環を招いてしまいます。
　新会員に入会をお願いする事は全ロータリアンの責
任であり、クラブの存亡をかけた会員増強に一丸となっ
て取り組みます。
　「いまだ見ぬ人を探し、人から学び、人を育てる」、｢量

は質に転化する｣等、すでに増強の議論は尽くされてお
り、もはや行動あるのみです。　
　さらに、会員増強は新会員を入会させて終わるのでは
なく、新会員がクラブの活動に意欲的に参加し、互いの
親睦を深め、奉仕活動の意義を実感出来るようになって
初めて、目的が達成されます。 
　また、本年度は国際ロータリー第2660地区・第1組・
インターシティー・ミーティングのホストクラブを担
当（4/12）しており、米国弁護士としての国際的な経験
と明確な教育ヴィジョンを併せ持つ、大阪府の中原教育
長の講演等を通じて、各クラブの「新世代奉仕」活動の充
実につなげたいと願っております。

　本年度のＲＩ会長はロン・Ｄ・バートン氏です。ＲＩ
テーマは「ENGAFE ROTARY CHANGE LIVES」「ロ
ータリーを実践し　みんなに豊かな人生を」です。
重点目標は、
　●人道的奉仕の重点と増加
　●クラブのサポートと強化
　●公共イメージと認知度の向上　です。

　ＲＩ第2660地区ガバナーは福家 宏氏です。地区の
方針は「感動の体験を!! 人々にも自身にも」Participate
!!～参加し、敢行しよう～です。
重点目標は、
　●会員の維持・増強
　●ポリオ撲滅
　●ＦＶＰ：未来の夢新補助制度
　●東日本震災復興支援
　●広報活動　です。
上記の内容詳細については、ロータリー発行冊子及び地
区ＨＰ等でご理解をお願いします。
　我がクラブは本年で34周年を迎えます。当クラブの

活動の特色として、国際奉仕・地域奉仕・クラブの親睦
を引き続き行っていきたいと思います。
　一時は会員58名、平均年齢50歳でしたが、現在は21
名、平均年齢70歳代のロータリアンでスタートします。
私が入会して27年目になります。
　人材にすぐれた少数精鋭の個性あるクラブですが、こ
こで再度初心を振り返り行動していきたいと思います。
ロータリーの誕生とその成長やロータリーの綱領を理
解し、特に四つのテスト
　①真実かどうか
　②みんなに公平か
　③好意と友情を深めるか
　④みんなのためになるかどうか　
を、常に念頭において行動していきたいと思います。
　限られた人数で活動するにあたり、クラブ会員が望ん
でいることを集約し、クラブの独自性を理解し、理事・
役員会、各委員会、各委員を通じて、コミュニケーション
を重視、情報を共有しつつ、新アイデアを出し合える素
晴らしいクラブにしていくつもりです。どうか皆様の
理解と賛同をお願いします。

箕面千里中央ＲＣ 会長

原 たかし
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　私ども豊中ロータリークラブは、平成25年８月末現
在、会員数46名、うち在籍５年以内の会員は17名です。
直近５年間では会員数45名前後で大きな増減はなく、
毎年の自然退会の人数を会員増強でカバーしている状
況です。
　また、クラブの奉仕活動としては、職業奉仕、青少年奉
仕の「出前授業」、国際奉仕の「グローバルグラント」を
ここ十数年継続して行っており、当クラブの重要な活動

になっています。
　ただ、活動の中心はベテランの会員になっており、次
世代の会員への継承が急務と思われます。
　会員育成は単年度の取組みでも必要ですが、継続性を
持たせた長期的な取組みが大切だと思います。より多
くの活動に参加してもらい、ロータリーの奉仕を理解い
ただき、個々にあった奉仕が見出せるようクラブ全体で
取り組んでいく所存です。

豊中ＲＣ 会長

横田広司

　７月４日、本年度第一回目の例会で二年ぶりの新入会
員をお迎えし、現在29名のメンバーで和気藹々とロー
タリー活動に勤しんでいます。
　2020年東京オリンピックの開催決定で盛り上がるわ
が国日本ですが、７年後の当クラブを想像すると楽天的
な私ではありますが、会員数的にあまり喜ばしい状況で
はないと予測します。
　50年後の日本の人口は35％減少して8,000万人と推
定されています。

　高齢過疎化した集落で抜本的な改革方法が見出せな
いまま先送りすると、やがて医療、教育等の市民サービ
スが受けられなくなりＸdayを迎えます。
　やるべき活動、維持増強は精一杯やる。ロータリー活
動の素晴らしさはあらゆる方法で広報することを約束
する前提で、人口と世相に応じたクラブ数への統廃合を
行う必要があると考えます。精神論、根性論ではなく現
実を見据えた調整が理想の奉仕を永続的に行う方法で
はないでしょうか。

豊中南ＲＣ 会長

水野　茂

　私共のクラブは、会員が20名から21名の間を彷徨し
ているクラブです。関空が開港する迄は、70名余の会
員を擁するクラブでした。現在、会員増強に力を注いで
いるところですが、なかなか成果が上がらないのが実状
です。
　反省点としては、奉仕活動の消極的な姿勢にあったの
ではと思っています。例会に出席し、親睦、友情と思い

やりに支えられた奉仕に傾注すべきであると言うこと、
そして実践した事から習得した事例を職業奉仕へ繋ぎ、
地域社会に奉仕する。全ての行動は職業奉仕に通じる
のであり「職業奉仕こそ、ロータリーを活性化」させるも
のと思っています。
　遅まきながら、昨年度後半、老人施設を慰問し、車椅子
の寄贈も実践しました。これらの実績を基に、新入会員

豊中－大阪国際空港ＲＣ 会長

田中竹二
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の発掘に努力したいと考えています。
　国際奉仕部門では、台湾・桃園東ロータリークラブと
の姉妹提携関係の強化に力を入れたいと思っています。
　３.11東日本大震災では、逸速く450万円の義援金を
送金して下さった、大変親日家の国であり、年に１回交
流を深めているのです。同ロータリークラブの姉妹ク
ラブでもある、韓国・東安養ロータリークラブとも年１

回交流を図る事になり、回を重ねる毎に、親しくなり、政
治的な事は別として、親善に双方努め、友好的な姿勢で
互いに理解し合うようになった事は大変有意義で今後
も継続したいと考えているところです。
　私共クラブは概ねこの様なクラブであります。まだ
まだ42周年を迎えた未熟なクラブですが、どうか皆様
のご指導をよろしくお願いします。

　元来、ロータリークラブの出発は社会的にも精神的に
も、またしっかりした論理性を持った商取引が出来る仲
間がロータリーを創立しました。その成長過程で商取
引の他に、社会奉仕化国際化等が社会的に必要となって
きました。
　その奉仕活動により一般社会に於いて認められてく
る様になったのです。ロータリークラブに入会する人
は、人格的にすぐれた人と又信頼できる人との交流を求
めてロータリークラブに入会するのではないでしょう

か？
　そのためには「親睦に始まり親睦に終わる」と言われ
て来ましたことを実践し、一人でも多くのメンバーと交
流する機会を増やして、地域社会とのつながりや奉仕活
動などを通じて相互の信頼又友情へと進んで行き、それ
がクラブ内の融和と向上を造っていくのではないでし
ょうか。それが、人材の育成と会員勧誘への動機とな
り、新入会員も増加しクラブ自身の向上につながると思
います。その様なクラブを目指しています。

豊中千里ＲＣ 会長

森田正治
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災害支援プロジェクト報告（第28回）

災害支援プロジェクト委員長

高島凱夫  （大阪中之島ＲＣ）

1. 災害支援プロジェクト寄付送金口座

りそな銀行　大阪営業部　普通　１５２７２８５
口座名義：第2660災害支援　会計　片岡基博 

（ダイニロクロクゼロサイガイシエン　カイケイ　カタオカモトヒロ）

【収　入】

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34

前年度からの繰越
大阪ＲＣ
大東中央ＲＣ
香里園ＲＣ
大阪帝塚山ＲＣ
門真ＲＣ
大阪フレンドＲＣ
守口イブニングＲＣ
八尾中央ＲＣ
大阪うつぼＲＣ
東大阪東ＲＣ
大阪難波ＲＣ
東大阪東ＲＣ
利息
大阪南西ＲＣ
東大阪みどりＲＣ
交野ＲＣ
東大阪ＲＣ
東大阪西ＲＣ
大阪城北ＲＣ
門真ＲＣ
高槻西ＲＣ
大阪中央ＲＣ
大阪鶴見ＲＣ
吹田ＲＣ
大阪リバーサイドＲＣ
大阪ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾃｨＲＣ
大阪フレンドＲＣ
守口ＲＣ
大阪心斎橋ＲＣ
大阪帝塚山ＲＣ
内海閑一郎（大阪梅田RC会長様）
枚方RC
東大阪中央RC

1,211,870 
100,000 
20,000 
10,000 
9,764 
27,000 
30,000 
28,000 
50,000 
27,200 
100,000 
59,060 
34,000 

4 
30,000 
60,000 
50,000 
50,000 
50,000 
57,000 
62,000 
43,000 
50,000 
50,000 
50,000 
50,000 
80,000 
50,000 
50,000 
50,000 
50,000 
30,000 
50,000 
50,000 

インド支援金
インド支援金
インド支援金
募金箱寄付（基金）
インド支援金
インド支援金
インド支援金
基金
インド支援金
基金
基金
インド支援金

基金
基金
基金
基金
基金
基金
基金
基金
基金
基金
基金
基金
基金
基金
基金
基金
基金
基金
基金
基金

地区クラブ名および寄付者名 寄付金額 備　考
（単位：円）

2. 災害支援地区基金の状況　（2013年9月17日現在）
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35
36
37
38
39
40
41
42

大阪東淀ちゃやまちRC
吹田西RC
大阪咲洲RC
八尾RC
大阪イブニングＲＣ
大東ＲＣ
寝屋川ＲＣ
豊中千里ＲＣ

50,000 
50,000 
50,000 
122,000 
50,000 
66,000 
81,000 
51,000 

3,238,898 

基金
基金
基金
基金
基金
基金
基金
基金

合　　計

預 金 残 高
【残　高】

2,591,875 2013年 9月17日現在
（単位：円）

【支　出】

1
2
3
4

地区基金申請No.55

地区基金申請No.54

東大阪東RC・宮城県南三陸町平成の森仮設住宅支援事業
振込手数料
大阪御堂筋本町RC・大阪御堂筋本町RAC 東北支援プロジェクト
振込手数料

435,600 
100 

210,923 
400 

647,023 合 計

地区基金支出内容 金　額 備　考
（単位：円）



地区ロータリー財団セミナー報告
ロータリー財団情報

日時：2013年８月31日㈯　14：00～17：00
場所：大阪YMCA 会館 2Fホール

　地区ロータリー財団セミナーがＧ主宰で開催されま
した。クラブの会長、ロータリー財団委員長、奉仕部門
担当実務者の皆様を対象に、福家 宏Ｇ、菅生浩三 元Ｒ
Ｉ理事／ＰＧ、 近藤雅臣 元ＲＩ理事／ＰＧ、井上暎夫 
第３ゾーンＲコーディネーター／地区研修委員会リー
ダー／ＰＧ、戸田 孝ＰＧ、大森慈祥ＰＧ、寺田和之ＰＧ、
若林紀男 地区研修委員会サブリーダー／ＰＧ、大谷 透 
地区R財団部門顧問／地区研修委員会サブリーダー／ 
ＰＧ、地区財団監査委員会委員長 岡部泰鑑ＰＧ、災害支
援プロジェクト委員長 高島凱夫直前Ｇ、泉 博朗ＧＥ、 
地区研修委員会、ＡＧ、ＡＧＥの皆様など多数の指導者
のご参加を頂きました。司会は山田正雄地区代表幹事
が務められました。

福家 宏Ｇ　
　ロータリー財団は、本年度から“Future Vision Plan 
= FVP”の実行年度に入り、多くのクラブが昨年度地区
補助金を使っての奉仕プログラムの申請をされ、承認を
受けたものを今年度実施して頂く。グローバル補助金
も現時点で４件の承認を受けた。ぜひ今年度も積極的
に取り組んで頂きたい。さらに、２つのお願いとして、
一つは、ロータリー平和センターに寄付支援、これは地
区内ロータリアンで恒久基金１万ドル以上のメジャー
ドナーにはロータリー平和センターへの基金に転換し
て頂き、またロータリー平和センターの冠名基金設立は
25,000ドルからであり、その金額に近い方に残りの寄
付をお願いし冠名基金設立にもって行っていただきた
い、もう一つは、国際ロータリー第2530地区福島の復
興キャンペーン“会津の里にこらんしょ！”にご協力、ご
支援をお願いしたいと、挨拶されました。
 
財団部門顧問 大谷 透ＰＧ
　リスボン国際大会での田中作次直前RI会長の挨拶を
引き合いに、世界で支援を待っている人たちに、自身の
子供、孫、家族にすると同じように考えてほしい、そして

日本ロータリー平和センター支援委員会委員でもある
大谷ＰＧは、ＩＣＵ東ヶ崎記念ダイアログハウスに支援
協力募金のお願いをされました。国際基督教大学（ＩＣ
Ｕ）は、世界で８か所あるロータリー平和センターのあ
る大学の一つで、アジア圏で唯一の平和および紛争解決
の分野における国際問題研究のためのロータリー平和
センター（修士課程）が設置されている学舎、世界平和と
人類の幸せ、ロータリー平和フェローシップ制度の意義
をご理解ください、と話されました。また、トルコとの
ＶＴＴの可能性について言及されました。

災害支援プロジェクト委員会 委員長　高島凱夫ＰＧ
　東日本大震災が発生して、すでに2年5カ月が過ぎよ
うとしているが、復興は遅々として進んでいない。
　「地区災害復興支援基金」への資金拠出願いと、この資
金とのマッチングでの支援、「地区補助金」と「地区災害
復興支援基金」との上手な使い分け、また、地区内全ロー
タリークラブに「クラブ災害支援基金」創設の推奨をさ
れました。
　東日本大震災への支援は、数年に亘り行われなくては
ならない大きな事業であり、さらに他の災害支援に対し
て地区の方針を模索し、実践したいので、是非ご支援を
お願いしたい、と話されました。

溝畑正信ロータリー財団委員長
　ロータリー財団　未来の夢計画　新補助金制度とい
うタイトルで、ロン・D・バートン2013ー 14年度Ｒ
Ｉ会長の、“新補助金モデルとは：ロータリー財団の新た
な時代の幕開けであり、人々の人生を豊かにするロータ
リーの可能性を実現する機会である、持続可能な国際プ
ロジェクトを促すと同時に、地域社会のニーズに応える
地元プロジェクトの柔軟性を高めることによって、ロー
タリーを新しい次元へと昇華させるものである”、を紹
介し、財団目標の、ポリオ撲滅、未来の夢計画、財団の教
育的プログラムと人道的プログラムへの参加を通じて
世界に平和を育む、全ロータリアンにロータリー財団へ
の寄付を奨励、財団の資金を守る、に沿って話しました。
未来の夢計画は、ロータリーという組織全体に有益であ

広報委員長

岡村剛行
ロータリー財団委員会 委員長

溝畑正信　（東大阪東ＲＣ）
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るという考えの下に立ち上げられたものであり、新地区
補助金、グローバル補助金を通じて、より良いプロジェ
クトが実施されれば、地域社会により大きな影響を与え
ることができる。ロータリーの公共イメージも高まる
と考えられる。そうなれば寄付の増加、クラブの活性
化、より良いプロジェクトへとつながる、と話しました。

ポリオ・プラス小委員会　木村芳樹委員長
　まず、日本におけるポリオの歴史を紹介し、ポリオの
現状、1985年以来、ポリオの発症数は99％減少し、年
間35万件だった当初と比べ、2011年には650件に、
2012年には223件になった。現在野生ポリオウイルス
の常在国は、アフガニスタン、ナイジェリア、パキスタン
の３カ国で、インドではポリオ無発症の状態を維持して
いるが、アフリカの角での野生株1型の流行がソマリア
で拡がっている、残る１％の、容易でないポリオ撲滅運
動への協力を要請致しました。

寄付増進小委員会　今西敦之委員長
　ロータリー財団の寄付と認証：寄付の種類＜年次基
金および使途指定寄付、恒久基金＞、認証の種類、クラブ
別年次寄付一覧、ロータリー財団への寄付は、税制上の
優遇措置の対象となることについて話し、財団への寄付
増進とロータリーカードへの入会を要請致しました。

ポールハリス・ソサエティ  辻川功一コーディネーター
　本年度から任命されました。ポールハリス・ソサイ

アティは、年次基金、ポリオ・プラス、財団が承認した補
助金プロジェクトへ、年間1,000米ドル以上を寄付頂い
たロータリアンやロータリー財団支援者を認証するた
めのプログラムで、理解と協力を要請致しました。

資金管理小委員会　和氣 主委員長
　クラブ覚書（MOU）について、クラブ参加資格、財務
管理計画、銀行口座に関する要件、補助金資金の使用に
関する報告、書類の保管、補助金資金の不正使用に関す
る報告について説明しました。

財団補助金小委員会　宮里唯子委員長
　財団プログラムと補助金について、新しい財団補助金
には地区補助金、グローバル補助金、パッケージグラン
トがあること、ＦＶＰ導入の理由と目的、新しい補助金
と活動、さらに当地区での地区補助金申請要項、グロー
バル補助金について、６重点分野、職業研修チーム（ＶＴ
Ｔ）、グローバル補助金申請要項について、そしてＤＤＦ
申請要項、補助金申請要件、地区補助金申請スケジュー
ル（2014年）、地区補助金申請の留意点、地区補助金の
報告書、2012－13年度地区補助金は44クラブが承認
を受けた、現時点でグローバル補助金が４件承認されて
いることを報告致しました。

奨学金・学友・ロータリー平和フェローシップ担当グ
ループ　梅崎道夫リーダー
　国際関係、平和研究、紛争解決とその関連分野の修士
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　2013年８月28日現在のポリオ症例数です。現在、ポリオ常在国はアフガニスタン、パキスタン、ナイジェリ
アの３カ国です。
　ソマリアでポリオの発症が広がっています。隣国のエチオピアでも2006年以来、初めてポリオの発症が確
認されました。この状況に対応するため国際ポリオ・プラス委員会の勧告を受け、財団管理委員長は50万ドル
の補助金を支出することを承認しました。

ロータリー財団の補助金
日本のGG補助金申請状況 （8月20日現在）

ＧＧプロジェクト 奨学金 VTT 人道的 合　計
最初のステップ
申請書作成中
提出済
承認済

ー
3
ー
21

ー
6
ー
1

ー
7
3
1

ー
16
3
23

第2660地区はこのうち奨学金２、人道的１が承認済です

ポリオ症例数 2013年8月28日現在のポリオ症例数です
2013年1月1日～8月28日 2012年

アフガニスタン
パキスタン
ナイジェリア

世界合計

チャド
 エチオピア
ケニア
ソマリア
ニジェール

4
25
43

1
13
128

214

37 
58 
122
5

1
223

ポ
リ
オ
常
在
国
以
外

号、あるいは平和と紛争解決の分野の専門能力修了証の
取得を目指す学生にロータリー平和フェローシップを
提供するロータリー平和フェローシップ生の募集、およ
びグローバル補助金奨学生の募集について説明の後、当
地区は本年度すでに2名のグローバル奨学生が留学して
いることを報告致しました。

質疑応答
　前もって頂いていた質問には、当日お答えし、また当
日の質問にもお答えしました。

講評・閉会挨拶
　泉 博朗ＧＥは、本日の財団セミナーに携わった財団
部門各位に労をねぎらわれ、そしてクラブに対して、地
区83クラブのうち、地区補助金で44件が承認され、グ
ローバル補助金ですでに4件承認を受けているのは素晴
らしいことであり、今後とも取り組んで頂きたいと講評
と閉会の挨拶をされました。

　なお、地区ロータリー財団セミナーの詳細は、地区ホ
ームページをご覧ください。
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米山奨学委員会／ロータリー財団

地区米山奨学委員会より

米山功労者　次の方たちに米山功労者の称号が贈られました。（2013年7月）

2013年 7月末 全国寄付金合計額 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
第2660地区寄付金合計額 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥

（前年度比2000万円増）
（前年度比47.82％増）

205,015,352円
11,601,450円

全国寄付合計トップ10 14,676,150円
13,738,500円
12,484,300円
11,601,450円
10,795,800円
8,908,500円
8,752,700円
8,592,250円
7,988,350円
7,929,000円

第2750地区
第2770地区
第2760地区
第2660地区
第2650地区
第2690地区
第2790地区
第2700地区
第2580地区
第2590地区

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.

谷本 　勲一
櫻井 　京子
新子 　茂生
境　 　高彦
西尾 誠一郎
島　 　伸彦
岩本 　潤三
小田 　晃三
奥村 　宗彦

茨木西ＲＣ
茨木西ＲＣ
大阪なにわＲＣ
大阪城南ＲＣ
大阪大淀ＲＣ
大阪大淀ＲＣ
大阪大淀ＲＣ
大阪淀川ＲＣ
池田くれはＲＣ

１回目
１回目
２回目
７回目
１回目
５回目
６回目
１回目
１回目

氏　名 回数 クラブ名

広栄㈱ 東大阪東ＲＣ１回目
会社名 回数 クラブ名

米山功労クラブ　次のクラブに米山功労クラブの称号が贈られました。（2013年7月）

茨木西ＲＣ
東大阪東ＲＣ
枚方ＲＣ

14回目
42回目
27回目

クラブ名 回　数

米山功労法人　次の方に米山功労法人の称号が贈られました。（2013年7月）

森田 　正治
長澤 　　格
仲　 　光男
田邉 　　誠
西本 　和彦
澤村 　　繁
庄司 　修二
芝野 弘三郎

豊中千里ＲＣ
豊中千里ＲＣ
枚方ＲＣ
枚方ＲＣ
枚方ＲＣ
枚方ＲＣ
箕面ＲＣ
箕面ＲＣ

１回目
１回目
２回目
２回目
２回目
３回目
２回目
５回目

氏　名 回数 クラブ名
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ポール・ハリス・フェロー　次の方たちにポール・ハリス・フェローの称号が贈られました。（2013年7月）

吉原　　 博
仲　　 光男
長江　　 稔
高崎　 充弘
薄井　 修司
濱浦 紀代輝
井戸　　 正
立花　 英司
小田　 浩司
丹下　 慎司
中川　 静夫

枚方ＲＣ
枚方ＲＣ
大阪東南ＲＣ
大阪東南ＲＣ
大阪東南ＲＣ
大阪なにわＲＣ
大阪なにわＲＣ
大阪難波ＲＣ
大阪難波ＲＣ
大阪難波ＲＣ
大阪難波ＲＣ

氏　名 クラブ名
小嶋　　 敦
櫻井　 京子
谷本　 勲一
丸山　 和豊
木村　 眞敏
杉村　 雅之
橋本　 芳信
北村　 光司
庄司　　 茂
八ツ橋　 直

大阪西北ＲＣ
茨木西ＲＣ
茨木西ＲＣ

守口イブニングＲＣ
大阪中之島ＲＣ
大阪中之島ＲＣ
吹田西ＲＣ
大阪大手前ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ

氏　名 クラブ名

ベネファクター　次の方たちにベネファクターの称号が贈られました。（2013年7月）

大蔭　 政勝
夏　　 明義
水上　 雅博

大阪大手前ＲＣ
大阪難波ＲＣ
東大阪東ＲＣ

氏　名 クラブ名

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
次の方たちはマルチプル・ポール・ハリス・フェローです。（2013年7月）

東野　 晃三
岡本　 政和
井原　 悦司
村岡　 正啓
尾崎　 雅俊
畑　　 守人
武富　 貞敏
橋本　 佳明
家高　 健志
新庄　 幸一
大東　 将啓
宇佐美 貴史
下宮　 義弘
溝畑　 正信
隅防　 嘉之

大阪大淀ＲＣ
大阪大淀ＲＣ
大阪大淀ＲＣ
大阪大淀ＲＣ
大阪大淀ＲＣ
大阪大淀ＲＣ
大阪大淀ＲＣ
大阪大淀ＲＣ
枚方ＲＣ
枚方ＲＣ
枚方ＲＣ
大阪東南ＲＣ
大阪東南ＲＣ
東大阪東ＲＣ
大阪西北ＲＣ

２回目
７回目
２回目
１回目
１回目
３回目
２回目
３回目
１回目
１回目
１回目
１回目
１回目
６回目
３回目

氏　名 回数 クラブ名
森田　 正治
別處　 了一
西尾　 忠夫
大森　 保子
須川　 就三
田中　 猛夫
稲葉　　 正
家村　 武志
金髙　 好伸
曽我部 律夫
平岡　 英信
清水　　 裕
早石　　 誠
北嶋　 勇志
高地　　 健

豊中千里ＲＣ
茨木西ＲＣ
茨木西ＲＣ
茨木西ＲＣ
茨木西ＲＣ
茨木西ＲＣ
大阪北梅田ＲＣ
吹田西ＲＣ
大阪大手前ＲＣ
大阪大手前ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪南ＲＣ
大阪淀川ＲＣ

１回目
３回目
２回目
４回目
３回目
１回目
４回目
３回目
１回目
２回目
４回目
２回目
２回目
２回目
４回目

氏　名 回数 クラブ名
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2013年８月度
会員数・出席報告

大阪中央
大阪堂島
大阪北
大阪北梅田
大阪西
大阪大淀
大阪リバーサイド
大阪西北
大阪そねざき
大阪梅田
大阪梅田東
大阪ユニバーサルシティ
小計
大阪
大阪東
大阪東淀ちゃやまち
大阪城東
大阪中之島
大阪大手前
大阪城北
大阪天満橋
大阪鶴見
大阪淀川
新大阪
小計
大阪フレンド
大阪御堂筋本町
大阪南
大阪難波
大阪なにわ
大阪南西
大阪西南
大阪船場
大阪心斎橋
大阪うつぼ
小計
大阪平野
大阪イブニング
大阪城南
大阪咲洲
大阪天王寺
大阪帝塚山
大阪東南
大阪アーバン
大阪みおつくし
小計

4
3
3
3
3
4
4
3
3
3
4
3

4
3
3
4
4
4
3
4
3
4
3

3
4
3
4
4
3
3
3
4
4

4
4
4
3
3
3
3
3
4

3
2
-1
1
0
0
2
2
0
-1
5
0
13
4
-1
0
0
0
1
0
0
0
0
1
5
1
-1
9
0
1
0
1
0
0
1
12
-1
0
2
1
2
2
0
2
0
8

0
0
3
0
0
0
0
0
0
1
0
0
4
0
2
0
0
0
0
0
1
0
1
1
5
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
2
1
0
0
0
0
0
0
1
0
2

3
2
2
1
0
0
2
2
0
0
5
0
17
4
1
0
0
0
1
0
1
0
1
2
10
1
0
10
0
1
0
1
0
0
1
14
0
0
2
1
2
2
0
3
0
10

49
30
196
51
75
36
36
51
35
24
30
32
645
261
116
30
43
27
36
49
68
32
28
33
723
26
60
153
46
26
15
99
39
33
34
531
31
14
55
19
58
55
50
25
34
341

5
1
0
3
0
0
7
0
22
1
0
5
44
1
0
3
5
1
4
3
0
0
3
1
21
3
3
0
0
3
3
19
0
0
4
35
3
3
0
1
0
4
0
7
17
35

46
28
197
50
75
36
34
49
35
25
25
32
632
257
117
30
43
27
35
49
68
32
28
32
718
25
61
144
46
25
15
98
39
33
33
519
32
14
53
18
56
53
50
23
34
333

77.983 87.15715723671 2343614

クラブ名 増減月末会員７月期初
会員数 平均出席率 ホームクラブ

平均出席率
女性
会員

組
Ｍ
Ｉ

組
５
第
Ｍ
Ｉ

組
６
第
Ｍ
Ｉ

組
７
第
Ｍ
Ｉ

組
８
第
Ｍ
Ｉ

クラブ名 出席率
８月末会員数
全員 女性

７月期初
会員数

ホームクラブ
出席率

入会者
数累計

退会者
数累計

例会
数増減

72.00
84.03
81.65
90.64
71.97
73.74
51.43
85.03
76.31
68.70
63.75
78.57
80.55
89.16
74.60
86.34
93.39
84.79
74.02
90.84
83.33
80.67
89.68
67.53
77.48
81.25
81.78
73.33
68.77
78.33
74.07
82.14
96.97
79.21
82.08
91.99
85.76
65.00
74.14
84.52
57.89
75.78
76.91
70.46
76.45

池田
池田くれは
箕面
箕面千里中央
豊中
豊中南
豊中－大阪国際空港
豊中千里
小計

千里
千里メイプル
摂津
吹田
吹田江坂
吹田西
高槻
高槻東
高槻西
小計
大東
大東中央
枚方
門真
交野
香里園
くずは
守口
守口イブニング
寝屋川
四條畷
小計
東大阪
東大阪中央
東大阪東
東大阪みどり
東大阪西
大阪柏原
大阪ネクスト
八尾
八尾中央
八尾東
小計

74.29
88.58
91.65
90.64
84.09
78.30
58.01
87.28
81.61
88.40
80.25
92.86
88.59
95.18
91.78
93.97
97.81
100.00
79.06
95.39
97.62
91.74
99.02
80.20
85.59
89.85
85.08
84.45
81.04
86.66
79.63
91.07
96.97
87.23
90.90
95.44
90.63
72.50
94.95
85.71
71.93
76.40
81.22
84.79
84.45

82.71
85.55
65.18
71.05
83.63
80.31
80.61
78.92
79.20
77.27
74.25
81.11
78.32
61.53
79.52
74.24
84.28
71.27
75.46
76.03
82.47
83.08
84.87
88.24
78.27
70.80
71.68
74.78
85.71
76.41
82.60
72.53
86.30
85.16
80.17
78.61
92.60
65.66
92.57
67.74
69.15
71.64
67.33
84.00
70.59
75.70

93.88
91.11
76.52
80.82
88.95
90.55
99.22
88.41
88.50
80.30
92.22
94.44
88.74
79.07
94.97
84.85
89.93
92.58
83.10
78.48
84.63
89.95
94.60
90.20
87.49
92.15
80.53
86.65
94.63
89.79
85.17
93.39
92.30
96.93
89.55
90.11
97.55
83.65
98.55
82.16
81.78
73.21
92.00
85.33
71.32
85.06

3
3
4
4
3
4
4
4

3
4
3
3
4
4
4
3
3
3
4
4

3
3
3
4
4
3
3
3
4
4
3

3
3
4
4
3
3
3
3
3
4

0
0
0
0
1
1
0
0
2
0
2
0
0
0
0
2
0
1
0
0
1
6
0
0
2
2
0
0
2
0
0
0
0
6
1
0
3
0
0
0
0
0
1
0
5

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1

0
0
0
0
1
1
0
0
2
0
2
0
0
0
0
2
0
1
0
0
1
6
0
0
2
3
0
0
2
0
0
0
0
7
1
0
3
0
0
0
0
1
1
0
6

37
28
25
21
46
29
20
39
245
25
41
28
38
22
37
62
34
48
51
36
21
443
42
28
42
32
32
15
54
42
27
42
12
368
71
33
58
30
31
30
19
60
17
26
375

2
1
1
0
4
2
0
3
13
3
4
6
0
2
2
10
2
2
6
1
0
38
0
11
0
6
1
0
0
4
4
5
0
31
0
0
4
1
0
2
8
0
1
1
17

37
28
25
21
45
28
20
39
243
25
39
28
38
22
37
60
34
47
51
36
20
437
42
28
40
30
32
15
52
42
27
42
12
362
70
33
55
30
31
30
19
60
16
26
370

組
Ｍ
Ｉ

組
１
第
Ｍ
Ｉ

組
２
第
Ｍ
Ｉ

組
３
第
Ｍ
Ｉ

組
４
第
Ｍ
Ｉ

クラブ名 出席率
８月末会員数
全員 女性

７月期初
会員数

ホームクラブ
出席率

入会者
数累計

退会者
数累計

例会
数増減

計
合

入会者
数累計

退会者
数累計
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２3,000点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は

勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、

一部資料はホームページでＰＤＦもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えて

ありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。

文庫通信 （312号）

ロータリー文庫

講演より

〒105－0011　東京都港区芝公園２－６－15　黒龍芝公園ビル３階

TEL（03）3433－6456　FAX（03）3459－7506　http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館 午前10時～午後５時　休館 土・日・祝祭日

■「日本人が知るべき、日本人の精神･美しさ・誇りとは…」
　　竹田恒泰　2013　6p　（D.2600 地区大会報告書）

■「チーム力」
　　柿本倫明　2013　5p　（D.2600 中信第二グループIM報告書） 

■「"超"ものづくりへの挑戦－これからの100年をデザインする」
　　奥山清行　2012　27p　（D.2550 地区大会記念誌）

■「動物と人　共に生きる」
　　伊藤年一　2012　7p　（D.2750 インターアクト年次大会報告書）

■「思いやりの気持ちが平和をつくる」
　　紺野美沙子　2013　2p　（D.2760 地区大会記録誌）

■「進化するＸ線技術と社会へのインパクト」
　　村松康司　2013　2p　（D.2680 西播第2グループIMReport）

■「私の登った外国の山々」
　　渡辺玉枝　2013　4p　（米山梅吉記念館館報21号）

■「『荒城の月』原曲」
　　岡村　健　2012　4p　（福岡南RC会報）

■「『故郷：ふるさと』～柳の下のどじょう？」
　　岡村　健　2012　6p　（福岡南RC会報）

［以上申込先：ロータリー文庫］

26 GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER  2013－2014  vol.4

敬  弔 謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

草 島 　 一 会員（大阪南ＲＣ）

2013年 8月29日  逝去  （享年85歳）
米山功労者（マルチプル）
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

中 塚 一 郎 会員（門真ＲＣ）

2013年 7月29日  逝去  （享年83歳）
会長、幹事、社会奉仕委員長、
国際奉仕委員長、30周年記念事業委員長 他
ポール・ハリス・フェロー

お知らせ
■例会場の変更

ガバナー・エレクト業務開始のご案内

大阪御堂筋本町ロータリークラブ
ホテル日航大阪 32階「ジェットストリーム」 →  ホテル日航大阪 32階「スカイテラス」

ガバナーエレクト　　泉 　博朗（大阪帝塚山ＲＣ）
次年度地区代表幹事　川上 富清（大阪帝塚山ＲＣ）10月１日よりガバナー・エレクト業務をスタートいたしました。

所 在 地：〒541－0052  大阪市中央区安土町１－５－11 トヤマビル東館６Ｆ
　　　　　電話 06－6264－2660　FAX 06－6264－2661　E-mail gov@ri2660.gr.jp
執務時間：月曜日～金曜日  9:30～17:30  ※土・日・祝は休ませていただきます。
事務局員：井上 望美
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2013ー2014年度ガバナー

ガバナー月信10月号

国際ロータリー 第2660地区

福家　宏

DISTRICT 2660

●事務局スタッフ
ガバナー
地区代表幹事
地区副代表幹事
事務局長
事務局員

□ガバナー事務所への月信に関するご連絡は、ＦＡＸ
　またはＥ-mail にてお願い致します。
　折り返し、できるだけ早くご連絡致します。

□投稿は原稿（写真付きの場合は一緒に添えて）を掲載
　月の前々月20日までに、事務所必着でお送り下さい。
　原稿はなるべくパソコンでの作成をお願い致します。
　掲載の採否、字数の整理、並びに止むを得ない掲載月
　の変更等につきましては、月信編集委員会にご一任
　下さい。

□物故会員のご連絡は、専用の用紙にてＦＡＸをお願
　い致します。

□今年度の月信につきましては、各クラブ理事・役員・
　事務局・備品用に、各クラブの会員数に応じて部数を
　設定し、無料配布致します。また、ご希望の会員には
　有料（年間2,200円・１冊200円）配布させていただ
　きますので、出来るだけ多くの方のお申込みをお待
　ちしております。

〒541－0052 大阪市中央区安土町1－5－11 トヤマビル東館６階
TEL：06－6264－2660　　FAX：06－6264－2661　　E-mail：gov@ri2660.gr.jp

国際ロータリー 第2660地区

Toyama Bldg. East 6F, 1－5－11 Azuchi-machi, Chuo-ku, Osaka 541－0052 Japan
TEL：＋81－6－6264－2660　　FAX：＋81－6－6264－2661　　E-mail：gov@ri2660.gr.jp

Rotary International District 2660

●所在地
〒541－0052
大阪市中央区安土町1－5－11
　　　　  トヤマビル東館６階

●ホームページ
http://www.ri2660.gr.jp/

TEL  06－6264－2660
FAX  06－6264－2661
E-mail  gov@ri2660.gr.jp

●勤務時間
9:30～18:00

●休日
土曜、日曜、祝日

年末年始
2013年12月28日㈯～
2014年1月5日㈰

※地下鉄堺筋線 堺筋本町 ⑫番出口すぐ

月信編集委員会

月信編集委員会からのおねがい

福 家 　 宏
山 田 正 雄
中 井 敬 和
栗 正 久 美
春 名 志 保
奥 田 純 子
井 上 望 美

●ガバナー
●地区代表幹事
●地区副代表幹事
●担当地区幹事
●担当地区幹事
●事務局長

福家　　宏
山田　正雄
中井　敬和
吉本　憲司
山本与志弥
栗正　久美

2013ー2014年度
国際ロータリー 第2660地区

ガバナー事務所のご案内

ガバナー事務所に会議室を
併設しております。
最多 36名
詳細はガバナー事務所まで
お問い合わせください。
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